
教
育
講
演

地
球
の
上
に
発
生
し
た
生
物
は
凡
そ
水
と
空
気
の
恩
恵
の
中
に
抱
か
れ
た
Ｃ
、
Ｈ
、
０
，
Ｎ
、
Ｓ
、
Ｐ
、
〔
ｘ
〕
（
ミ
ネ
ラ
ル
類
）
夫
々
の
組

合
せ
と
各
種
循
環
に
乗
っ
て
、
酸
化
ｌ
還
元
、
合
成
ｌ
分
解
、
同
化
ｌ
異
化
、
蓄
積
ｌ
消
耗
、
生
老
病
死
を
繰
返
し
つ
つ
拮
抗
Ｉ
共
生
の
間
に

日
月
の
意
義
関
係
を
知
り
、
時
間
の
産
物
と
し
て
人
間
が
生
れ
、
時
間
と
共
に
真
理
を
感
じ
来
っ
た
歴
史
は
、
始
め
も
な
く
終
り
も
な
い
悠
久

の
中
に
極
微
の
Ｚ
Ｙ
Ｍ
Ｅ
（
変
化
素
）
を
受
け
継
い
で
撰
択
さ
れ
つ
つ
今
日
の
個
々
が
あ
る
。

人
類
文
化
の
源
流
は
中
国
で
は
洪
水
災
害
に
負
け
ず
群
雄
割
拠
の
相
剋
に
鍛
え
ら
れ
、
エ
ジ
。
フ
ト
で
は
ア
ス
ワ
ン
ダ
ム
か
ら
落
ち
来
る
ナ
イ

ル
の
豊
か
な
水
に
依
存
し
、
シ
ュ
メ
ー
ル
文
明
は
チ
グ
リ
ス
、
ユ
ー
フ
ラ
テ
ス
流
域
の
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ャ
に
起
っ
た
と
云
わ
れ
て
い
る
。

閑
話
休
題
、
私
は
二
十
数
年
前
に
「
利
根
川
文
化
と
阿
武
隈
川
文
化
の
合
流
と
稽
医
館
学
祖
系
人
間
像
の
探
訪
」
を
報
告
し
た
。
（
人
文
研

究
、
第
一
○
号
、
一
’
五
三
頁
、
一
九
七
九
）

そ
れ
は
顕
微
鏡
や
細
菌
学
も
知
ら
な
い
以
前
に
於
て
臨
床
診
断
、
治
療
を
完
成
し
て
い
る
の
で
私
は
野
兎
病
研
究
の
奥
の
院
詣
り
と
し
て
、

本
間
家
数
代
に
亘
る
禅
譲
を
主
に
し
た
学
祖
系
の
墓
碑
を
探
訪
し
、
稽
医
館
碑
の
拓
本
を
採
り
、
地
域
古
老
の
懐
古
談
に
触
れ
、
俳
人
芭
蕉
と

の
密
接
な
交
流
の
確
証
も
得
て
古
文
書
も
蒐
め
つ
つ
現
地
の
風
物
に
も
接
し
、
鹿
島
神
宮
と
根
本
寺
の
寺
領
争
い
や
、
佛
頂
禅
師
と
の
月
見
の

大
儀
寺
の
関
係
も
発
掘
し
て
、
無
住
の
大
儀
寺
を
新
た
に
賑
あ
う
百
基
句
碑
の
俳
句
寺
と
し
て
復
興
す
る
こ
と
も
叶
え
ら
れ
た
。

一
隅
を
照
す
、
医
学
の
輝
き

山
中
太
木
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と
し
て
実
見
し
得
て
、
ま
垂

を
展
望
す
る
想
い
が
湧
く
。

終
戦
後
日
本
の
電
子
顕
微
鏡
の
立
遅
れ
を
取
戻
し
て
飛
躍
的
に
発
展
さ
せ
た
の
は
東
舜
（
京
大
医
、
微
生
）
で
あ
る
が
、
京
大
化
研
の
水

渡
、
小
林
、
植
田
等
の
協
力
と
共
に
長
年
に
亘
る
困
難
な
研
究
は
知
る
人
ぞ
知
る
涙
ぐ
ま
し
い
努
力
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
よ
っ
て
陰
影
法
、
コ
ー
チ
ン
グ
法
、
細
菌
体
を
切
る
超
薄
切
片
法
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
陰
性
染
色
法
、
プ
リ
ー
ズ
エ
ッ
チ
ン
グ
法
、
ス
キ
ャ
ン

ニ
ン
グ
法
、
ス
キ
ャ
ン
’
一
ン
グ
ト
ン
ネ
リ
ン
グ
法
、
Ｘ
線
回
析
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ュ
ミ
レ
イ
シ
ョ
ン
を
加
え
た
映
像
化
な
ど
電
子
物
理
の
具

体
的
展
開
は
今
日
の
分
子
生
物
学
を
際
限
な
く
推
進
し
て
、
螢
光
染
色
を
モ
ノ
ク
ロ
ナ
ー
ル
抗
体
法
等
と
組
合
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
超
微
形

態
を
メ
カ
ノ
ヶ
ミ
カ
ル
シ
ス
テ
ム
の
概
念
か
ら
見
得
な
い
と
云
っ
た
カ
ン
ト
の
《
《
目
長
四
国
巴
呂
）
》
を
直
接
拡
大
し
て
マ
ク
ロ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
構
造

エ
ッ
ジ
イ

と
し
て
実
見
し
得
て
、
ま
た
往
年
天
野
重
安
が
心
血
を
注
い
だ
形
質
細
胞
の
抗
体
産
生
機
構
な
ど
は
所
謂
ア
レ
ル
ギ
ー
渦
と
し
て
鳴
戸
の
渦
潮

こ
の
二
十
年
間
に
お
け
る
医
学
生
物
科
学
の
進
歩
は
真
に
刮
目
に
値
す
る
。

私
が
一
九
五
八
年
、
第
三
回
国
際
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
（
パ
リ
ー
医
科
大
学
、
会
長
国
具
国
ｚ
・
餌
秒
ざ
の
目
）
に
出
席
講
演
の
後
、
ウ
ィ
ー

ン
、
、
ヘ
ル
リ
ン
の
諸
大
学
を
経
て
、
英
国
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
の
厚
呉
展
・
諺
．
国
酪
国
を
訪
ね
て
ア
ル
カ
リ
性
糞
便
菌
の
電
顕
写
真
を
見
せ

核
様
小
体
の
意
義
を
話
し
合
っ
て
、
帰
路
更
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
飛
ん
で
○
．
際
乏
目
日
日
目
を
自
宅
に
訪
ね
て
シ
ュ
ワ
ル
ッ
マ
ン
反
応
に
お

け
る
生
化
学
的
変
動
を
報
告
し
て
、
今
度
は
フ
ロ
リ
ダ
に
廻
っ
て
サ
ザ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
バ
イ
オ
研
究
所
に
留
学
中
の
藤
沢
通
明
君
を
訪
ね
て
抗

癌
作
用
の
研
究
を
見
学
し
た
後
、
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
の
シ
テ
ィ
オ
ブ
ホ
ー
プ
に
木
下
良
順
博
士
と
大
野
乾
博
士
の
実
験
室
で
染
色
体
ク
ロ
モ
ゾ

ー
ム
間
の
無
染
着
部
分
の
意
味
を
免
疫
学
的
に
解
釈
す
べ
く
苦
労
さ
れ
て
い
た
が
、
後
年
に
な
っ
て
偽
遺
伝
子
の
考
え
に
到
達
せ
ら
れ
、
近
年

利
根
川
進
博
士
は
エ
ク
ソ
ン
と
イ
ン
ト
ロ
ン
の
機
構
を
確
立
さ
れ
、
遺
伝
子
に
は
生
命
の
歴
史
が
刻
み
込
ま
れ
て
い
て
、
個
々
の
長
い
進
化
の

歴
史
を
含
み
、
進
化
は
遺
伝
情
報
の
変
化
の
積
象
上
げ
で
あ
り
、
逆
に
遺
伝
子
の
分
析
に
よ
っ
て
医
学
生
物
科
学
史
の
跡
を
辿
る
こ
と
が
可
能

歴
史
を
含
み
、
進
化

に
な
り
つ
つ
あ
る
。

即
ち
極
大
の
コ
ス
モ
ス
物
理
は
極
微
の
ナ
ノ
メ
ー
タ
ー
の
形
像
物
理
と
全
く
相
似
の
把
握
と
し
て
納
得
さ
れ
る
。
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そ
れ
に
し
て
も
嘗
っ
て
ラ
ン
グ
が
強
調
し
た
所
の
《
自
胃
胃
号
冒
の
“
の
日
日
目
胃
昌
。
芹
胃
農
○
乏
巳
署
冒
辱
８
の
与
○
乏
昏
の
唱
の
胃
も
閉
庁

・
昌
具
ａ
①
三
．
》
）
Ｓ
且
再
の
乏
冒
侭
“
届
瞳
ｌ
ご
旨
）
「
小
さ
な
現
在
は
偉
大
な
る
過
去
を
無
視
す
べ
で
は
な
い
」
の
言
は
謙
虚
に
受
け
止
め
て
、

現
下
の
変
換
躍
動
期
に
対
応
し
て
わ
が
医
学
と
医
療
の
新
し
い
創
造
と
調
和
さ
せ
つ
つ
確
か
な
信
頼
を
確
保
す
る
こ
と
に
潭
身
の
努
力
を
推
進

幸
に
も
分
子
生
物
学
遺
伝
子
機
構
の
解
明
の
周
り
近
く
神
経
伝
達
機
構
の
解
明
分
野
が
連
っ
て
い
て
、
神
経
や
脳
の
分
子
生
物
科
学
の
進
歩

も
期
待
さ
れ
、
ガ
ン
ウ
ィ
ー
ル
ス
問
題
も
プ
ラ
ス
ミ
ー
ド
、
ク
ロ
ー
’
一
ン
グ
、
ベ
ク
タ
ー
、
ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
ハ
イ
ブ
リ
ド
ー
マ
、
細
胞
融

合
そ
の
他
の
新
技
術
の
活
用
に
よ
っ
て
画
期
的
な
躍
進
が
起
る
に
違
い
な
い
が
、
多
く
の
難
病
や
崎
形
学
の
場
も
感
染
症
の
領
域
に
持
ち
来
っ

て
分
子
生
物
遺
伝
学
的
に
夫
々
発
生
機
構
が
解
明
さ
る
れ
ぱ
同
時
に
そ
の
予
防
法
も
確
立
さ
れ
て
、
社
会
の
明
朗
化
に
も
役
立
つ
筈
で
あ
る
。

日
頃
、
関
西
関
東
、
地
区
地
域
を
問
わ
ず
、
医
史
学
会
や
医
社
会
学
研
究
会
が
他
の
専
門
諸
分
科
学
会
と
共
に
盛
況
で
、
殆
ど
各
地
で
毎
日

の
如
く
会
議
や
討
論
が
催
さ
れ
て
い
て
多
士
済
灸
に
洵
に
意
を
強
く
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
更
に
叡
智
と
合
議
に
よ
っ
て
無
駄
を
節
し
、
よ
り

有
効
有
益
に
本
質
的
価
値
を
昂
揚
す
べ
く
自
由
気
楽
な
改
新
を
加
え
て
前
進
し
た
い
と
念
ず
る
。

今
回
京
都
で
の
第
二
十
三
回
日
本
医
学
会
総
会
を
機
に
私
は
叡
山
ｌ
琵
琶
湖
ｌ
加
茂
川
ｌ
淀
川
水
系
を
中
心
に
医
学
生
物
学
文
化
の
輝
き
に

就
て
、
一
管
見
を
述
べ
つ
つ
直
接
対
面
し
て
多
く
の
啓
発
を
受
け
た
恩
師
、
学
友
の
群
像
に
感
謝
の
誠
を
捧
げ
た
い
。

そ
し
て
そ
の
感
動
を
胸
に
秘
め
て
擁
て
来
る
べ
き
新
時
代
へ
の
継
ぎ
と
し
た
い
。

足
立
文
太
郎
、
井
上
靖
、
陳
舜
臣
、
林
久
雄
、
伊
藤
恵
、
塘
仁
三
、
舟
岡
省
吾
、
石
川
日
出
鶴
丸
、
荒
木
寅
三
郎
、
戸
田
正
三
、
久
野
寧
、

加
藤
元
一
、
久
保
盛
徳
、
松
浦
有
志
太
郎
、
松
本
信
一
、
大
矢
全
節
、
小
笠
原
登
、
官
崎
松
記
、
桜
井
方
策
、
西
占
貢
、
野
島
泰
治
、
佐
谷
有

吉
、
谷
村
忠
保
、
中
野
操
、
三
木
栄
、
清
野
謙
次
、
里
見
三
男
、
木
村
廉
、
東
舜
、
天
野
重
安
、
小
林
六
造
、
内
藤
達
雄
、
箕
田
貢
、
大
原
清

之
助
、
太
田
原
豊
一
、
常
岡
良
三
、
目
黒
庸
三
郎
、
尾
崎
弥
之
助
、
有
馬
頼
吉
、
大
縄
寿
郎
、
青
山
敬
二
、
渡
辺
三
郎
、
木
下
良
順
、
佐
多
愛

彦
、
吉
津
度
、
今
村
荒
男
、
堂
野
前
維
摩
郷
、
森
下
薫
、
吉
田
貞
雄
、
今
西
錦
司
、
木
原
均
、
大
原
八
郎
（
リ
キ
夫
人
、
誉
一
郎
）
、
芳
賀
竹

せ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（3）165



川
政
修
、
戸
【

数
名
で
あ
る
。

四
郎
、
石
神
亨
、
古
武
弥
四
郎
、
市
原
硬
、
岡
川
正
之
、
森
島
庫
太
、
政
山
龍
徳
、
久
保
秀
雄
、
奥
貫
一
男
、
柿
下
正
道
、
岡
本
肇
、
谷
友

治
、
谷
口
椣
二
、
岩
倉
信
珍
、
釜
洞
醇
太
郎
、
米
田
正
彦
、
加
藤
允
彦
、
関
悌
四
郎
、
菅
田
栄
治
、
渡
辺
格
、
三
木
行
治
、
阿
知
波
五
郎
、
小

川
政
修
、
戸
田
忠
雄
、
登
倉
登
、
小
野
寺
直
助
、
後
藤
七
郎
、
鳥
潟
隆
三
、
勝
呂
誉
、
小
沢
凱
夫
、
笠
原
道
夫
、
平
井
疏
太
郎
、
等
々
約
八
十

（
大
阪
医
科
大
学
名
誉
教
授
）
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